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神風館（伊勢の旅館）の経時的推移 

飯田 良樹 

 2010 年に『旅籠の引き札』を発行した時や、伊勢研究仲間の集まりに提供した『明治期

に於ける御師の旅館』を作製した時に気になっていたのが伊勢の旅館神風館の存在です。 

 秋田耕司氏より龍大夫と神風館の関係の問い合わせがあり、一度私が所有する資料より

整理をしてみたいと思い書いてみました。 

  

 「角屋和惣治」の引き札 2 枚です。この 2 枚には年号が記載されていませんが、「角屋和

惣治」が伊勢外宮前の本店隣に神都ホテルとして神風館を建設したのがわかります。 

 

明治 26 年『三重県下商工人名録』には旅館 商号 角屋 住所 外宮前 氏名 松村和

惣治となっています。 

  

伊勢新聞の明治 31 年商業登記公告（辻村修一氏提供）よりみると大泉忠生より商号登録

「神風館、堤大夫、高向二頭大夫」を宮後町八番屋敷に登録されています。尚、後に関係

する旅館についてみると「龍大夫」大世古町十七番屋敷 龍重光、「山田ホテル宇仁館」一

志久保町三番屋敷 西田周吉、「三日市大夫次郎、三日市大夫、三日市松心」岩淵町九番屋

敷 三日市大夫次郎、「高千穂館」宮後町六番屋敷 北村甚蔵です。 

 

何らかの理由で明治 31年以前に松村和惣治から大泉忠生に経営権が移ったと思われます。 
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それでは、宮後町八番屋敷とはどの場所にあったのでしょうか？ 

番地標記であれば、現在とほぼ同じなので判明しますが、番屋敷は当時建築されていた

住居を法則に従い順次番号付け、6 年毎に改定される為、番屋敷標記の場所同定は困難です。 

（私の地区八太村の『明治 9 年 度会県第 13 区戸籍』と明治 30 年の戸籍の番屋敷は家

によっては 2～3 番屋敷の相違があり、番屋敷の付け方が番地とは反対廻りでした。） 

前記の辻村修一先生より頂いた『三重県立宇治山田中学校 校友会誌』「神都に於ける交

通線の変遷と地域性の推移」杉原静 昭和 10 年 3 月発行に下記の図が示されていました。

参考になるかもわかりませんので提示いたします。 

   

北村屋（高千穂館）が宮後町六番屋敷であるので、宮後町八番屋敷の神風館はこの近く

に建っていたと考えられますが、前頁の神風館錦絵左側にある道路を考慮すると「明治 20

年頃」に存在し「現在」に消滅した■旅館のなかで神風館がどれであるか今のところ同定

出来ないでいます。 

 

 

 

特に落ベクを極めた

のは北御門門前の旅館

街である。その中南側に

あったものは明治 22 年

神苑の拡張によって撤

去を命ぜられ、北側のも

のも或は移転し或は支

店を出し、又廃業して明

治 20 年には 12～3 軒あ

った旅館が今僅に 2 軒を

残すのみとなった。 

（第 2 図） 
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もう一つの資料として明治 31 年の龍大夫の引き札があります。勿論、神風館の記載はあ

りません。 

 

字切り図となっていて、大世古町に龍大夫が、右上に屋敷鳥瞰図が記載されています。 

（→が龍大夫邸です） 

 

  

『龍大夫及神風館配置図』  

大豊和紙工業所蔵 

明治 33 年 10 月に出入り大工

が記載と書かれています。 

矢印の部分を玄関に改築した

時に作製されたと思われます。 

神風館の名称が使用されてお

り後に述べる明治 39 年の『伊

勢参宮案内記』の記載を裏付

けています。 
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『伊勢参宮案内記』坂本広太郎 明治 39 年 11 月      宿札 

（国立国会図書館近代デジタルライブラリーより） 

 

 上の『伊勢参宮案内記』を記述すると 

宇仁館 岡本町 

 もと参宮ホテルといって、随分名のある三層樓であったが、去三十七年春焼失し盡され、

今回再び、宏大な朱壁の構造に建更へられた。 

 支店は、停車前の西洋館。 

 この傍に三田屋といふがある。構へは小さいが、親切と丁寧とで評判がある。 

神風館 大世古町 

 龍太夫といふ、恐らくは山田第一の大旅館であらう。七八百人位は優に、そしてその建

物設備は充分行届いて、何時五十人や百人位團隊で押しかけても差支ないとは、実に驚

くべしである。支店も停車場前にある。 

三日市大夫 岩淵町 

 有名な太夫で、そして有名な大旅館である。その大きさは神風館と匹敵するほどで、昔

の旦那所は、仙臺、南部、津軽、松前、相馬、岩□、三□等の奥羽から上州に至る一帯

の地で、御師の中にその魁を唱えへたが、今も尚、この地方の旅客は殆ど一手専泊の上、

更に広く客を招いている。 

      

龍大夫邸が神風館本店になっており、山田駅前に支店をだしています。（昭和３年） 

 明治 40 年に御幸道路の整備が行われ三日市大夫邸が 2 分されます。北半分は「宇仁館別
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館三日市旅館」、南半分は「宇仁館別館大橋館」と成りました。 

 昭和 4 年頃の伊勢市立図書館所蔵の「宇治山田市街図」には旅館が記載されています。 

 

  2 神風館支店  25 神風館  26 宇仁館本店   

 

昭和 6 年頃の宇仁館が出した引き札鳥瞰図 
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 神都製紙（大豊製紙の前身）が大正 6 年 10 月に更地になっている元龍大夫の土地を購買

したとのことで、それ以前に神風館が移転したと考えてよいと思います。 

 場所として、「宇治山田市街図」では大橋館はなく、三日市大夫前の御幸道路を挟んだ位

置に神風館が記載されています。また、山田駅前に神風館支店があります。 

宇仁館引き札に大橋館には明治天皇御座所がありとなっているので龍大夫邸が所有して

いた物が移されたと考えられますが、近位に別館神風館もあり「宇治山田市街図」との整

合性を考えねばなりません。 

以上の事に関しては、西田貞助・西田周吉の存在を考慮しなければなりません。どの時

期に各々の旅館が買収されたかを今後検討を加えていきたいと思います。 

 

考えられる一案としては（次頁の資料 1 及び 2 も参考として） 
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明治 29 年頃 定宿帳より 

大泉忠生が松村和惣治か

ら神風館を収得か？ 

明治 33 年 大工図面より 

大泉忠生が龍大夫邸の買

収か？または龍大夫が神

風館名義を買ったのか？ 

大正 6 年 龍大夫邸更地より 

建物と調度品を西田周吉が買

収したのか？ 

明治 31 年 

大泉が商業登記 

明治 20 年 

定宿帳 

昭和 6 年頃の鳥瞰図 
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資料 1 定宿帳からみた神風館関連 

   

角屋和惣治の記載があるも年代不明 

   

  

明治 20 年に神風館と角屋和惣治が併記 

  

明治 29 年には角屋事 神風館と記載 

  
 

 

一新講社 明治 41 年改正. 神風館龍大夫（伊勢外宮大世古町 18）. 

                        ホームぺージより 
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資料 2 皇学館大学谷口裕信先生から頂いた資料 

 

 

大正元年の資料ですが西田米太郎の名前が宇仁館支店に本店には西田周吉が。西田貞助

→周吉→米太郎の親子関係か？神風館本店は龍いをが、支店は大泉忠生となっています。

経営権は大泉忠生で名義だけを残したのか？ 

 

神風館の経時的推移を見ていくとまだまだ疑問点が多いです。 


